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ミニリンメルトOD錠25
µg

25µg1錠 57.50円 100錠［10錠
（ブリスター）
×10］

フェリン
グ・ファー
マ

デスモプレ
シン酢酸塩
水和物

男性における夜間多尿に
よる夜間頻尿

成人男性には、通常、1日1回就寝前にデスモプレシンとして50µgを経口投与する。 劇、処方 R1.6.18 新効能、新用
量、剤形追加

ミニリンメルトOD錠50
µg

50µg1錠 96.60円 100錠［10錠
（ブリスター）
×10］

ヴァンフリタ錠17.7mg 17.7mg1錠 20,059.60
円

（PTP）10錠
（10錠×1）

第一三共 キザルチニ
ブ塩酸塩

再発又は難治性のFLT3-
ITD変異陽性の急性骨髄
性白血病

通常、成人にはキザルチニブとして1日1回26.5mgを2週間経口投与し、それ以降は1日1回
53mgを経口投与する。なお、患者の状態により適宜減量する。

劇、処方 R1.6.18 新有効成分

ヴァンフリタ錠26.5mg 26.5mg1錠 27,074.40
円

（PTP）10錠
（10錠×1）

ロズリートレクカプセル
100mg

100mg1カプ
セル

5,310.80円 30カプセル（バ
ラ、乾燥剤入
り）

中外製薬 エヌトレク
チニブ

NTRK融合遺伝子陽性の
進行・再発の固形癌

劇、処方 R1.6.18 新有効成分

ロズリートレクカプセル
200mg

200mg1カプ
セル

10,073.00
円

90カプセル（バ
ラ、乾燥剤入
り）

4 129 注射薬

オンパットロ点滴静注
2mg/mL

8.8mg4.4mL
1瓶

1,004,358
円

2mg/mL×1 Alnylam
Japan

パチシラン
ナトリウム

トランスサイレチン型家
族性アミロイドポリ
ニューロパチー

通常、成人には3週に1回パチシランとして0.3mg/kgを点滴静注する。体重が104kg以上
の患者には3週に1回パチシランとして31.2mgを点滴静注する。いずれの場合にも、70分
間以上（投与開始後15分間は約1mL/分、その後は約3mL/分）かけて投与すること。

劇、処方 R1.6.18 新有効成分

5 391 注射薬

デファイテリオ静注
200mg

200mg2.5m
L1瓶

54,091円 2.5ｍL×10バイ
アル

日本新薬 デフィブロ
チドナトリ
ウム

肝類洞閉塞症候群（肝中
心静脈閉塞症）

通常、デフィブロチドナトリウムとして1回6.25mg/kgを1日4回、2時間かけて静脈内投
与する。

処方 R1.6.18 新有効成分

6 396 注射薬

ゾルトファイ配合注フ
レックスタッチ

1キット 5,359円 1筒3ｍL、2本 ノボ ノル
ディスク
ファーマ

インスリン
デグルデク
（遺伝子組
換え）/リラ
グルチド
（遺伝子組
換え）

インスリン療法が適応と
なる2型糖尿病

通常、成人では、初期は1日1回10ドーズ（インスリン デグルデク/リラグルチドとして10
単位/0.36mg）を皮下注射する。投与量は患者の状態に応じて適宜増減するが、1日50
ドーズ（インスリン デグルデク/リラグルチドとして50単位/1.8mg）を超えないこと｡注
射時刻は原則として毎日一定とする。なお、本剤の用量単位である1ドーズには、インスリ
ン デグルデク1単位及びリラグルチド0.036mgが含まれる。

劇、処方 R1.6.18 新医療用配合剤

通常、成人にはエヌトレクチニブとして1日1回600mgを経口投与する。なお、患者の状態
により適宜減量する。
通常、小児にはエヌトレクチニブとして1日1回300mg/㎡（体表面積）を経口投与する。
ただし、600mgを超えないこと。なお、患者の状態により適宜減量する。

小児患者の用量（300mg/㎡ 1日1回経口投与）

新医薬品が薬価収載されましたのでお知らせいたします。

内用薬4292

内用薬2411

内用薬4293
体表面積（m2

） 投与量（１日１回）

0.43～0.50 100mg
0.51～0.80 200mg
0.81～1.10 300mg
1.11～1.50 400mg
≧1.51 600mg
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7 639 注射薬

ユルトミリス点滴静注
300mg

300mg30mL
1瓶

730,894円 1バイアル30ｍ
L

アレクシオ
ンファーマ

ラブリズマ
ブ（遺伝子
組換え）

発作性夜間ヘモグロビン
尿症

通常、成人には、ラブリズマブ（遺伝子組換え）として、患者の体重を考慮し、1回2,400
～3,000mgを開始用量とし、初回投与2週後に1回3,000～3,600mg、以降8週に1回
3,000～3,600mgを点滴静注する。

生物、
劇、処方

R1.6.18 新有効成分

ロナセンテープ20mg 20mg1枚 273.60円 70枚（1枚/袋×
70袋）、280枚
（1枚/袋×280
袋）

大日本住友
製薬

ブロナンセ
リン

統合失調症 劇、処方 R1.6.18 新投与経路

ロナセンテープ30mg 30mg1枚 394.30円 70枚（1枚/袋×
70袋）、280枚
（1枚/袋×280
袋）

ロナセンテープ40mg 40mg1枚 511.20円 70枚（1枚/袋×
70袋）、280枚
（1枚/袋×280
袋）

9 131 外用薬

アジマイシン点眼液1% 1%1mL 307.80円 プラスチック点
眼容器2.5ｍL×
5、2.5ｍL×10

千寿製薬 アジスロマ
イシン水和
物

〈適応菌種〉
アジスロマイシンに感性
のブドウ球菌属、レンサ
球菌属、肺炎球菌、コリ
ネバクテリウム属、イン
フルエンザ菌、アクネ菌
〈適応症〉
○結膜炎
○眼瞼炎、麦粒腫、涙嚢
炎

〈結膜炎〉
通常、成人及び7歳以上の小児には、1回1滴、1日2回2日間、その後、1日1回5日間点眼す
る。
〈眼瞼炎、麦粒腫、涙嚢炎〉
通常、成人には、1回1滴、1日2回2日間、その後、1日1回12日間点眼する。

処方 R1.6.18 新投与経路

10 225 外用薬

ビベスピエアロスフィア
28吸入

28吸入１キッ
ト

1,787.00円 2本［1本（アル
ミ袋、乾燥剤入
り）×2］

アストラゼ
ネカ

グリコピロ
ニウム臭化
物/ホルモテ
ロールフマ
ル酸塩水和
物

慢性閉塞性肺疾患（慢性
気管支炎、肺気腫）の気
道閉塞性障害に基づく諸
症状の緩解（長時間作用
性吸入抗コリン剤及び長
時間作用性吸入β₂刺激剤
の併用が必要な場合）

通常、成人には、1回2吸入（グリコピロニウムとして14.4µg、ホルモテロールフマル酸塩
として9.6µg）を1日2回吸入投与する。

処方 R1.6.18 新有効成分、新
医療用配合剤

11 229 外用薬

ビレーズトリエアロス
フィア56吸入

56吸入１キッ
ト

4,150.30円 1本［1本（アル
ミ袋、乾燥剤入
り）×1］

アストラゼ
ネカ

ブデソニド/
グリコピロ
ニウム臭化
物/ホルモテ
ロールフマ
ル酸塩水和
物

慢性閉塞性肺疾患（慢性
気管支炎、肺気腫）の諸
症状の緩解（吸入ステロ
イド剤、長時間作用性吸
入抗コリン剤及び長時間
作用性吸入β₂刺激剤の併
用が必要な場合）

通常、成人には、1回2吸入（ブデソニドとして320µg、グリコピロニウムとして14.4µg、
ホルモテロールフマル酸塩として9.6µg）を1日2回吸入投与する。

処方 R1.6.18 新有効成分、新
医療用配合剤

通常、成人にはブロナンセリンとして40㎎を1日1回貼付するが、患者の状態に応じて最大
80㎎を1日1回貼付することもできる。なお、患者の状態により適宜増減するが、1日量は
80㎎を超えないこと。
本剤は、胸部、腹部、背部のいずれかに貼付し、24時間ごとに貼り替える。

外用薬1178
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12 625 外用薬

イナビル吸入懸濁用
160mgセット

160mg1瓶 4,241.50円 5バイアル（ネ
ブライザ吸入器
5個添付）

第一三共 ラニナミビ
ルオクタン
酸エステル
水和物

A型又はB型インフルエン
ザウイルス感染症の治療

成人及び小児には、ラニナミビルオクタン酸エステルとして160mgを日本薬局方生理食塩
液2mLで懸濁し、ネブライザを用いて単回吸入投与する。

処方 R1.6.18 新剤形

13 490

コラテジェン筋注用
4mg

4mg1.6mL1
瓶

611,478円 ー アンジェス ベペルミノ
ゲン ペルプ
ラスミド

標準的な薬物治療の効果
が不十分で血行再建術の
施行が困難な慢性動脈閉
塞症（閉塞性動脈硬化症
及びバージャー病）にお
ける潰瘍の改善

通常、成人には、投与対象肢の虚血部位に対して1カ所あたり本品0.5mgを8カ所に4週間
間隔で2回筋肉内投与する(1回総計4mg）。なお、臨床症状が残存する場合には、2回目投
与の4週後に3回目の投与を行うこともできる。また、投与に際しては、日局生理食塩液で
希釈し、希釈後の1カ所あたりの薬液量は3mLとし、投与対象筋が小さい場合には2mLまで
減じてよい。

H31.3.26 新再生医療等製
品

・薬価については官報をご確認下さい。

・承認時段階の情報につきましては、適宜、日本薬剤師会雑誌の日薬医薬品情報に掲載しておりますのでご参照下さい。

・薬価に関する情報は「官報」でもご確認下さい。

・承認に関する情報は「医薬品医療機器情報提供ホームページ」の新薬の承認に関する情報もご参照下さい。

・医薬品薬価マスターに関する情報は「診療報酬情報提供サービス」をご参照下さい。

・医薬品コードに関する情報は「薬価基準収載医薬品コード表(MEDIS-DC提供)」をご参照下さい。
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